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、AJI 日
産
ネ
ジ
と
量
産
・
商
品
化

ボ
ル
ト
単
体
で
緩
み
防
止
、
6
月
販
売

㈲
ア
ー
ト
ス
ク
リ
ュ
ー
（
名
古
屋
而
北
区
、
松
林
興
社
長
）
は
、
ボ
ル
ト
単
体
で
商
い
緩
み
防
止
力
を
発
揮
す
る
『
モ
ー
シ
ョ

ン
タ
イ
ト
』
を
開
発
、
こ
の
ほ
ど
製
造
委
託
・
販
売
契
約
先
の
日
産
ネ
ジ
㈱
（
大
阪
府
松
原
市
、
北
尾
八
三
社
長
）
と
堅
苧

商
品
化
に
采
り
出
し
た
。
単
体
で
の
緩
み
防
止
力
だ
け
で
な
く
、
1
・
2
倍
以
上
の
疲
労
強
度
や
安
定
し
た
軸
力
が
得
ら
れ
る
上
、

低
コ
ス
ト
・
商
品
蜃
－
な
ど
優
れ
た
特
徴
を
持
つ
同
製
品
は
、
6
月
の
機
械
要
求
技
術
展
出
展
を
契
機
に
本
格
販
売
を
開
始
す
る
。

ね
じ
の
緩
み
止
め
は
一
般
的

に
ナ
ッ
ト
や
産
金
な
ど
雌
ね
じ

側
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
多

く
、
雄
ね
じ
（
ボ
ル
ト
）
単
体

で
緩
み
止
め
効
果
を
持
た
せ
よ

う
と
す
る
と
軸
部
を
偏
芯
さ
せ

た
り
、
洞
入
れ
・
樹
脂
の
融
蓋

な
ど
ね
じ
を
含
む
軸
郡
そ
の
も

の
を
変
形
さ
せ
た
製
品
が
こ
れ

ま
で
考
案
さ
れ
て
き
た
。
た

だ
、
こ
う
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
は

別
途
二
次
加
工
を
要
し
た
り
、

結
果
的
に
供
合
相
手
の
雌
ね
じ

郡
を
変
形
さ
せ
る
こ
と
も
多
い

た
め
、
度
塵
な
る
繰
り
返
し
使

用
に
は
不
向
き
と
さ
れ
て
い

た。
長
年
ね
じ
加
工
業
を
営
む
松

林
社
長
は
、
多
桑
ね
じ
で
は
な

く
、
ね
じ
山
自
体
の
形
状
を
新

し
く
す
る
こ
と
で
、
単
体
に
よ

る
緩
み
止
め
ボ
ル
ト
を
名
古
屋

市
工
業
研
究
所
と
と
も
に
開

発
、
2
0
年
来
付
き
合
い
の
あ
る

日
産
ネ
ジ
㈱
の
協
力
も
得
て
試

行
錯
誤
の
末
に
現
行
形
状
の

『
モ
ー
シ
ョ
ン
タ
イ
ト
』
　
（
特

製
品
化
に
至
っ
た
も
の
。

『
モ
ー
シ
ョ
ン
タ
イ
ト
』
の

主
な
特
徴
は
以
下
の
と
お
り
。

▽
ボ
ル
ト
単
体
で
高
い
緩
み

防
止
力
を
発
糠

普
通
に
締
め
付
け
る
だ
け
で

抱
み
を
防
く
ね
じ
山
が
耳
準

山
形
よ
り
も
座
瀧
側
に
僅
か
に

傾
斜
し
て
い
る
た
め
、
締
め
付

け
の
際
、
雄
ね
じ
フ
ラ
ン
ク
山

頂
部
か
ら
雌
ね
じ
フ
ラ
ン
ク
部

へ
徐
々
に
接
触
し
て
い
き
、
荷

重
が
加
わ
っ
た
時
点
で
、
雄
ね

じ
の
ね
じ
山
が
弾
性
変
形
（
バ

ネ
の
働
き
を
）
し
、
歴
両
側
に

戻
ろ
う
と
す
る
た
め
接
触
面
に

強
い
反
発
力
が
発
生
、
緩
み
を

防
止
す
る
。

▽
疲
労
強
度
1
・
2
倍
以
上

ね
じ
山
に
か
か
る
荷
担
が
標

準
の
ね
じ
よ
り
平
均
化
さ
れ
る

た
め
、
ね
じ
谷
底
に
か
か
る
応

力
が
分
散
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り

折
拇
し
に
く
い
ね
じ
と
な
る
。

標
準
ね
じ
の
1
・
2
倍
以
上
の

疲
労
強
度
を
有
す
る
の
で
（
名

古
屋
市
工
業
研
究
所
に
よ
る
引

張
疲
労
試
験
で
実
証
済
み
）
、

結
果
的
に
使
用
ボ
ル
ト
本
数
の

削
減
、
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
に

よ
る
軽
量
化
、
強
度
区
分
を
下

げ
る
こ
と
に
よ
る
材
料
費
節
減

な
ど
、
ト
ー
タ
ル
締
結
コ
ス
ト

の
削
減
効
果
が
期
待
で
き
る
。

▽
安
定
し
た
軸
力

横
車
ね
じ
は
接
触
面
の
脛
櫻

係
数
の
バ
ラ
ツ
キ
が
大
き
い

が
、
モ
ー
シ
ョ
ン
タ
イ
ト
は
線

接
触
で
締
め
付
け
が
行
わ
れ
る

た
め
、
フ
ラ
ン
ク
面
同
士
で
の

摩
襟
の
影
増
を
受
け
に
く
く
、

安
定
し
た
軸
力
の
上
が
り
方
を

み
せ
る
。
軸
力
が
安
定
し
て
付

与
さ
れ
る
た
め
、
イ
ン
パ
ク
ト

レ
ン
チ
な
ど
に
よ
る
ト
ル
ク
哲

理
が
可
能
で
、
潤
滑
油
な
し
で

も
安
定
し
た
軸
刀
が
得
ら
れ

る。
▽
低
コ
ス
ト
、
商
品
讐
再

使
用
が
可
能

転
造
加
工
で
成
形
す
る
た
め

低
コ
ス
ト
で
商
品
巧
J
I
S

1
2
・
9
）
を
対
象
と
し
て
い
る

の
で
、
郵
性
力
が
維
持
さ
れ
て

い
る
間
は
何
度
で
も
使
用
が
可

E
O

セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
の
緩
み

防
止
力
で
は
冊
小
軸
力
で
撮
動

テ
ス
ト
を
繰
り
返
し
行
っ
て
お

り
、
J
Q
A
（
日
本
品
質
保
証

機
籾
）
関
西
試
験
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
N
A
S
（
軸
臆
角
式
）
振

動
試
験
機
を
用
い
た
2
0
0
時

間
以
上
の
立
ち
合
い
試
験
（
強

度
区
分
8
・
8
の
熱
処
理
ボ
ル

ト
使
用
、
毎
分
1
8
0
0
回

転
）
で
も
、
1
7
分
間
（
延
べ
3

万
回
転
）
緩
ま
な
い
良
好
な
結

異
を
残
し
て
い
る
。

推
奨
締
め
付
け
ト
ル
ク
は
標

準
ボ
ル
ト
と
同
等
（
約
1
・
0

倍）。
同
製
品
の
開
発
に
つ
い
て

は
、
平
成
2
1
年
に
経
済
産
業
省

「
戦
略
的
碁
盤
技
術
高
度
化
支

援
事
業
（
サ
ボ
イ
ン
）
」
に
採

択
さ
れ
、
2
3
年
に
は
名
古
屋
而

工
業
技
術
グ
ラ
ン
プ
リ
で
取
高

の
「
名
古
屋
市
長
芦
を
受
質

す
る
と
と
も
に
、
経
済
産
業
省

「
民
間
企
業
の
研
究
開
発
力
強

化
及
び
実
用
化
支
援
事
琴
に

も
採
択
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
経
緯
か
ら
『
モ
ー

に
規
定
さ
れ
て
い
る
機
械
的
性

質
を
満
た
し
て
い
る
。
ね
じ
楷

度
は
J
I
旦
顔
に
準
拠
し
て

い
る
た
め
、
既
存
ね
じ
と
の
交

換
が
可
喝
熱
処
理
ボ
ル
ト

（
強
圧
区
分
8
・
8
、
1
0
・
9
、

シ
ョ
ン
タ
イ
ト
』
は
、
㈲
ア
ー

ト
ス
ク
リ
ュ
ー
と
日
産
ネ
ジ
㈱

が
共
同
出
展
す
る
第
1
7
回
機
械

要
素
技
術
展
（
M
L
T
e
C
h

6
月
1
9
～
2
1
日
、
東
京
ビ
ッ
グ

サ
イ
ト
）
で
〝
本
格
デ
ビ
ュ
ー
″

を
果
た
す
。
予
定
で
は
同
展
ま

で
に
M
4
～
M
1
6
ま
で
の
製
品

サ
ン
プ
ル
を
用
意
、
来
場
者
の

評
価
を
仰
ぐ
と
と
も
に
、
両
社

は
本
格
的
な
普
及
・
販
売
活
動

に
乗
り
出
す
方
針
で
あ
る
。

同
製
品
に
つ
い
て
の
問
い
合

わ
せ
は
、
㈲
ア
ー
ト
ス
ク
リ
ュ

ー
（
名
古
屋
市
北
区
生
駒
町
3

1
6
7
－
1
、
T
E
L
O
5
2
1

9
1
5
－
3
2
9
5
、
F
A
X

O

5

2

　

－

9

1

5

－

3

2

7

8
）
、
ま
た
は
E
メ
ー
ル
‥
i
コ

【
○
＠
a
r
t
s
c
r
e
′
V
．
C
O
J
p
ま

で。
同
社
は
ス
テ
ン
レ
ス
ね
じ
や

樹
脂
ね
じ
、
六
角
ボ
ル
ト
メ
ー

カ
ー
な
ど
の
製
造
・
販
売
香
北

先
も
募
辞
し
て
お
り
、
海
外
に

生
産
・
販
売
拠
点
を
持
つ
ね
じ

メ
ー
カ
1
と
も
提
携
し
て
い
く

意向。な
お
、
現
在
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
掲
載
さ
れ
て
い
る
製
品
情
報

■
は
形
状
変
更
に
伴
い
一
新
さ

れ
、
6
月
の
展
示
会
ま
で
に
は

取
新
の
デ
ー
タ
が
公
開
さ
れ
る

■
予
定
で
あ
る
。


